
緒 言

　トマトサビダニ Aculops lycopersici （Massee）（以下，

サビダニと略す）は体長約０．１８mmのフシダニ科のダニ

で，ナス科植物を中心に吸汁加害する（上遠野・根本，

１９９３）。その被害は特にトマトで著しく，多発した場合

は茎や葉が枯れ，果実が鮫肌状になる。増殖能力は高く，

２５℃において約５．５日で卵から成虫へと発育する。この

発育速度はナミハダニやカンザワハダニとほぼ等しい

（Haque and Kawai，２００２）。本種は亜熱帯地域を中心と

する北緯６０°から南緯６０°に挟まれた地域に広く分布し

（Perring and Farrar，１９８６），日本においては１９８６年に

沖縄県の施設トマトで初めて確認された（根本，１９９１）。

その後の分布は急速に拡大し，１９９７年には福島県でも確

認された。現在は福島県以南の２８都府県に分布している

（河合，２００３）。本種は高温，低湿度を好み（Rice and 

Strong，１９６２），農薬使用量を抑制したハウスで多発す

る傾向がある（田中ら，１９９８）。そして，微小であるた

め発見が遅れ，被害を確認した時には株の枯死を免れな

いことも多い。また，ハウス内における初期被害はパッ

チ状に発生するため，定点調査の検出頻度は低く（田

中・柴尾，２００３），早期発見は困難である。

　そこで本研究では，植物体を傷つけずに確実にサビダ

ニを検出して早期発見・早期防除につなげることを目的

として，トマト苗などにも適用可能なセロハンテープを

用いた簡易検出法の有効性を検討した。また，セロハン

テープを用いて捕捉したダニを簡易プレパラートにして

観察する方法についても検討したので，併せて報告する。

　本文に先立ち，多数の文献資料を提供していただいた

大阪府立食とみどりの総合技術センターの田中寛博士，

サビダニに関する有用なアドバイスをいただいた鹿児島

県農業総合開発センター果樹試部の堀江宏彰研究員，ト

マト苗を提供してくださった鹿児島大学農学部附属農場

の先生方に謝意を表す。
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　１．供試植物および供試虫

　供試植物：２００６年１１月１３日に鹿児島大学農学部の学内

圃場の栽培跡地で生育していた草丈１０～１５cm程度の１３

株のトマト（品種「桃太郎」）苗を鉢植えにして実験に

供した。これらのトマト苗は，日あたりの良い室内窓際

（試験期間中の日最高気温は２０～３５℃，日最低気温は１０

～１４℃）で５週間育成した後，草丈を４０～５０cmに切り

そろえた。

　供試虫：２００６年１２月１９日に鹿児島大学農学部構内の露

地栽培トマト（品種「桃太郎」）に寄生していたサビダ

ニを上遠野（１９９３）の検索表に基づいて同定した後，実

験に供した。サビダニのトマト苗への接種は，成虫数が

１株あたり３０～５０頭となるように，サビダニの寄生した

トマトの茎を長さ２～３cm程度に切りそろえた後，そ
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の茎断片１つをトマト苗の中位葉上の小葉で包み，アル

ミ箔で固定することにより行った。

　２．調査方法

　サビダニの寄生個体数は，接種葉を含む５葉の小葉部

（各３小葉）および中肋部（各１か所），茎部（接種葉よ

り上位および下位のそれぞれ６～１２か所）に分けて調査

した。また調査は接種後５日目の低密度時から開始し，

以後４日おきに３３日目まで，計８回実施した。各調査日

には，１株の苗を寄生サビダニ数調査に供した。３３日目

の調査時には供試株がほぼすべて枯死する程度にサビダ

ニが高密度となっていた。

　寄生数調査は，切りとったトマトの各部位上の寄生数

を実体顕微鏡下で調べる方法（以後，直視法）と，トマ

トの各部位に貼り付けた長さ３～４cm，幅１．５cmの粘

着セロハンテープを剥がしとってスライドグラスに貼り

付けてから実体顕微鏡下で調べる方法（以後，セロハン

テープ法）で行い，両方法で得られたサビダニ個体数を

比較調査した。葉上のサビダニ数は，各部位とも，

１．５cm２（１．０cm×１．５cm）あたりのサビダニ個体数を調

査した。

　３．簡易プレパラート作成法

　セロハンテープで捕捉したサビダニ上に封入液として

乳酸，５％水酸化カリウム水溶液，サリチル酸メチルま

たは蒸留水を滴下した後にスライドグラスに貼り付け，

約１時間後に生物顕微鏡下で形態を比較観察した。

結 果 お よ び 考 察

　１．サビダニ寄生数

　トマトに寄生しているサビダニは，直視法およびセロ

ハンテープ法で計数できた。両方法によって計数した寄

生部位（小葉，中肋，茎部）ごとの平均密度を第１図に

示した。トマトの小葉に寄生しているサビダニ平均密度

は，両調査法の間で差はなかった。中肋部のサビダニ平

均密度ではサビダニ接種後３３日目以外はセロハンテープ

法の計数値が直視法の計数値とほぼ同等か，より多かっ

た。一方で茎部ではセロハンテープ法の計数値が少ない

場合が多かった。中肋部でセロハンテープ法の計数値が

多いのは凹凸と毛茸が多数あるため，直視法ではサビダ

ニの見落としが多くなることが原因と思われる。伊澤

（２０００）もナシの葉に寄生するニセナシサビダニの個体

数調査において毛茸の存在が計数の障害となることを報

告している。茎部でセロハンテープ法の計数値が少ない

のは，特に下位の茎部に砂や塵などが多く付着しており，

これらがセロハンテープを貼付する際に障害となって，

サビダニが捕捉しきれないためであると思われる。

　直視法およびセロハンテープ法で得られた，トマトの

小葉，茎部および中肋におけるサビダニの寄生個体数の

相関を第２図に示した。両方法による計数値の間にはほ

ぼ１：１の関係が認められた（回帰式：y＝１．０１７x－

１．５１）。この回帰式は，本研究における最高密度（約

７００/１．５cm２）でも適合し，サビダニの寄生密度の違い

による相関関係の差は認められなかった。

　トマトに寄生するサビダニは，中肋基部や基部に近い

小葉で密度が高い（Kawai and Haque，２００４）。した

がって，現地圃場においてもサビダニの個体数を簡便か

つ正確に把握するには，これらの部位に貼り付けたセロ

ハンテープをスライドグラスに貼付して持ち帰り，実体

顕微鏡下で調査する方法が適当といえる。

　ダニ類の簡易個体数調査法としては，感水紙を用いて

リンゴ葉面のナミハダニを計数する方法（船山，１９９７），

粘着テープと感水紙を用いてナシ葉面のニセナシサビダ

ニを計数する方法（伊澤，２０００）などがある。本研究で

採用したセロハンテープ法は，伊澤（２０００）が報告した

粘着テープ法の原理とほぼ同じであるが，葉面だけでな

く茎部や中肋に寄生しているサビダニの捕捉，計数にも

有効であった。

九 州 病 害 虫 研 究 会 報　 第５３巻 83

小葉

中助

茎部

35
30
25
20
15
10
5
0

20
15
10
5
0

300
250
200

20

15

10

5

0

サ
ビ
ダ
ニ
平
均
密
度
（
頭
/c
m
2 ）

5 9

サビタニ接種後日数

13 17 21 25 29 33

400
350
300

直視法
セロハンテープ法

第１図　トマトの部位別に直視法およびセロハン
テープ法で測定したトマトサビダニ寄生密度
の比較．



　伊澤（２０００）が提案した感水紙発色法は，ニセナシサ

ビダニを捕捉した粘着テープを感水紙に貼り付けてから

強く圧迫して虫体をつぶし，感水紙の発色程度に基づい

て個体数を推定する方法で，実体顕微鏡下での個体数調

査を要しない。しかし，この簡便な個体数調査法はトマ

トの毛茸に多く含まれる水分により感水紙が発色するた

め，トマトに寄生しているサビダニの個体数調査には適

さない。

　本研究で採用したセロハンテープ法は，トマトに寄生

するサビダニの個体数を簡便に調べることができる方法

であるとともに次の利点を有する。

１）スライドグラスに貼付したサビダニのプレパラート

の検鏡は容易であるため，直視法より短時間で個体

数調査を終了できる。

２）曲面を持つ茎や果実のサビダニ数も用意に計数でき

る。

３）作成したサビダニのプレパラートは，室温で１週間

程度保存できる。

　２．サビダニの簡易プレパラート

　４種類の溶液（乳酸，５％水酸化カリウム水溶液，サ

リチル酸メチル，蒸留水）に封入したサビダニの形態を

顕微鏡下で比較観察した結果，形態の保存状態と観察の

難易は，封入液の種類によって大差があった（第３図）。

サリチル酸メチルおよび蒸留水で封入したサビダニ虫体

は透明化せず，透過光による形態観察はできなかった。

水酸化カリウム水溶液に封入したサビダニは，虫体内部

だけでなく外骨格も溶解し，検体の確認が困難になった。

乳酸に封入したサビダニの虫体は透明化し，フシダニ科

の主要な同定形質が集中する背甲板や後体部腹面の形態

観察が容易になり，形態観察用プレパラートとして最適

であった。
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第３図　セロハンテープ法で捕捉されたトマトサビダニの簡易プレパラート．
A：乳酸処理個体，B：蒸留水処理個体．
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